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発行３年目をむかえた「サクラひろば」で、より地域の皆様との結びつきを深めた
いと考えています。地域と学校と家庭が子どもを育てていくための〈ひろば〉となる
よう、活動の様子をお伝えしてまいります。

山口小学校地域学校協働本部
地域学校協働活動推進員 佐々木良恵
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ありがとう〜生徒参加による学びや経験をみまもる地域の存在（第一中学校）〜

地域学校協働活動では、地域の方にさまざまな場面の活動でお世話になっています。その活動

において、今回は第一中学校とのかかわりを中心に「地域の声」をご紹介いたします。

歌声でつながる笑顔と感動

合唱団の子ども達が、コロナ禍で交流の少な

い高齢者の方々に元気になってもらおうと、あ
お空グループホームの入所者の方々へメッセー
ジと歌を収録したDVDをお届けしました。当日
は、入所者の方々と歌で交流。代表者３名も歌
を２曲即興で披露し、笑顔と感動の涙で包まれ、
心温まる時間を過ごすことができました。

５年生が水産課
佐々木さんのお
話に学ぶ様子

４年生は、防災標語
をおでんせプラザに
掲示させていただき
ました。

震災の経験・復興に取り組む宮古を学び、
伝えよう
宮古小学校では、毎年地域の方々をお招き

し、震災当時の様子やどのような思いや願い
で復興に立ち上がってこられたかを学んでい
ます。今年度も防災士の増井様、水産課の
佐々木様、そして末広町商店街の太田様から
お話をお聞かせいただきました。それぞれの
思いや行動、協力の大切さを学び、自分達の
これからのあり方を考える貴重な学びの機会
となりました。

新しいふれあい教室スタート
放課後活動として地域の方を講師に開催しているふれ

あい教室に、新しい活動が加わりました。感染症対策
でお休みしている「お茶」のかわりに、水引を使った
しおり作りを行いました。指導役は事前に練習会に参
加した保護者の皆さんです。色とりどりの水引を組み
合わせて、梅結びのしおりに仕上げました。作品は図
書活動で使っていただくよう、学校に寄付しました。
子どもたちが関わりやすいボランティア活動としても、
来年以降も継続していく予定です。
他にも、ふれあい教室は「えいごであそぼう」「フラ

ワーアレンジ」「ちぎり絵」など、普段の学習では体
験できないことを中心に行っています。作品は学校内
に飾り、心の栄養にしています。

種から育てたお花を、宮古小や一中に贈呈し
たり、各店舗の職場体験の協力や、最近は宮古
小の標語掲示など、学区の小中学校との連携・
かかわりが出来てきました。
ただ残念ながらコロナ禍で、文化祭恒例に

なってきた街中での合唱などが無くなり残念で
した。商店街が生徒の発表の場となるよう、う
まく調整できると嬉しいです。
公園が出来たことで、子どもたちの声が聞こ

えてくるようになってきましたが、みんなで子
どもたちを育てられるような地域でありたいし、
まずは、子どもたちと挨拶が自然にできるよう
に声をかけていきたいです。

中央通商店街振興組合事務局坂本智子さん

おかみさんの会は、44店舗の加盟でやって
いますが、商店街ではパパママストア（家族
で構成されている小規模な商店）が増えまし
て、なかなか活動に参加できない状況です。
そんな中でも、コーディネーターさんが学

校と一般市民の仲をとりもってくれるので、
生徒のみなさんの力をお借りして、有意義な
活動としてハンギングバスケットが、駅前や
商店街に飾ることができています。
11月の点灯式でも吹奏楽のみなさんが盛り

上げてくださり、コロナ禍で出来ないことも
ありましたが、音楽が人を勇気づけ、気持ち
を明るくしてくれて、とても良かったです。
参加してもらうことによって、かかわりを

深く持てて、たくさんの活動ができて感謝し
ています。これからも楽しみながら一緒に
やっていきたいです。

昭和通りのおかみさんもてなしたい
代表 佐々木慶子さん

これからもたくさんの方に、様々な形で、児
童・生徒の学びを支えてくださると幸いです。
いつも大変ありがとうございます。

障がい者福祉教育
9月28日、1学年を対象に、宮古圏域障がい者福祉推進

ネットの皆さんのご協力により福祉教育の授業が行われ
ました。「障がい」とは何か、福祉とは何かの講義の後
は、当日いらっしゃった福祉に関わる他事業所の方も含
め17名ほどの講師・スタッフの皆さんが、ボッチャや卓
球バレーなどを体験させてくださいました。

「あたたかい気持ちの優しい生徒に育てたい」
という先生方によりそって、授業づくりをサ
ポートしてくださり、生徒にとってよりよい福
祉教育の授業になったように思えました。


